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東の空が静かに輝き出しました。柳沢地区から
望む朝日です。山際を鮮やかなオレンジ色に染め
ながら、一筋の陽光が山田湾を照らし出すと、冷
え冷えとした空気や大地も緩み始めます。神々し
い光とともに、今、新たな年が幕を明けました。

山田湾を照らす一筋の陽光山田湾を照らす一筋の陽光山田湾を照らす一筋の陽光山田湾を照らす一筋の陽光山田湾を照らす一筋の陽光山田湾を照らす一筋の陽光山田湾を照らす一筋の陽光山田湾を照らす一筋の陽光山田湾を照らす一筋の陽光山田湾を照らす一筋の陽光山田湾を照らす一筋の陽光山田湾を照らす一筋の陽光山田湾を照らす一筋の陽光山田湾を照らす一筋の陽光山田湾を照らす一筋の陽光山田湾を照らす一筋の陽光山田湾を照らす一筋の陽光
とり
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山田町長　沼 崎 喜 一

酉
年
生
ま
れ
11
人
が

今
年
の
抱
負
を
一
言

と
り

新
し
い
年
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ

ん
も
新
た
な
夢
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
大
き
く

胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
号

で
は
新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
し
て
町
内
の
酉
年
生

ま
れ
十
一
人
に
新
年
の
抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
年
一
年
が
平
和
で
素
晴
ら
し
い
飛
躍

の
年
に
な
る
よ
う
、
み
ん
な
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

福士千喜子さん
（織笠・４７歳）
昭和３２年１０月生まれ

昨年は家族が健康に1年
を過ごせて何よりでした。
わたしは酉年生まれのせい
かいつもバタバタしている
ので、今年は余裕を持った
生活を送りたいですね。

熊 谷 美 咲さん
（大沢小５年）
平成５年６月生まれ

6年生になれば勉強が難
しくなると思います。算数
では計算がもっと正しく早
くできるように頑張ります。
国語では漢字の書き順を
しっかりと覚えたいです。

及 川 大 輔君
（豊間根小５年）
平成５年６月生まれ

水泳は大好きだけど今の
ところ15㍍しか泳げません。
今年は平泳ぎでもクロール
でも25㍍泳げるようになり
たいです。勉強では苦手な
漢字をもっと頑張ります。

山 口 弥 久さん
（荒川小５年）
平成５年９月生まれ

最上級生になるので、先
頭に立ってみんなをまとめ
ていきたいです。特に縦割
り班の班長として、掃除や
児童会活動などで下級生の
指導をしていきたいです。

阿 部 京 介君
（織笠小５年）
平成５年８月生まれ

スポ少の野球ではショー
トを守っています。去年の
新人大会では優勝すること
ができました。守備もバッ
ティングもさらに上達する
ように練習を頑張ります。

堀合可那絵さん
（山田南小５年）
平成５年４月生まれ

去年の町内の美術コン
クールで優秀賞をもらいまし
た。絵を描くことが大好き
なので、これからも風景画
など、いろんな絵にチャレ
ンジしていきたいです。

佐 藤 陽 介君
（山田北小５年）
平成５年８月生まれ

去年は、サッカーの大会
でフォワードとして年間
10得点を挙げました。今年
は年間15得点を目標に、い
ろんな大会で優勝できるよ
うに練習を頑張りたいです。

佐々木　健さん
（田の浜・３５歳）
昭和４４年５月生まれ

10代のころ36歳といえば、
立派な大人というイメージ
でした。今年36歳になりま
すが、自分はまだまだ未熟
です。今年はもっと自分を
磨いていけたらいいですね。

平 澤 幸 司君
（大浦小５年）
平成５年５月生まれ

去年は陸上記録会の高跳
びで3位、水泳記録会の50
㍍バタフライで2位でした。
今年は高跳びで1㍍10㌢、
バタフライでは1分以内の
記録を目標に頑張ります。

田 代 真 由さん
（船越小５年）
平成５年１０月生まれ

鯨館の行事やＢ＆Ｇの海
洋教室がおもしろかったの
で、これからもいろんな行
事に参加したいです。そし
てたくさんの人と交流して、
友達をつくりたいです。

福 士 　 楓君
（轟木小５年）
平成５年８月生まれ

去年はユニホック大会で
すぐに負けたので、今年は
練習を頑張って上位に入賞
したいです。勉強では大好
きな算数に力を入れて、
もっと成績を上げたいです。

今年の干支は酉
今年は酉年。酉（鶏）は、

毎日夜明けを告げる役割を
持っている祝い鳥で、古来
より祝い物として衣装や装
飾、絵画などに鳥の文様が
好んで用いられてきました。
また、�取り�に転じて、財
や福を取り込む──という
言われから、特に縁起の良
い年とされています。ちな
みに町内の酉年生まれの方
は、平成16年12月17日現
在で、1,498人（男702人、
女796人）となっています。

え　と

【３】

み さき

きょう すけ か な え よう すけ けん

こう じ ま ゆ かえで

だい すけ み く ち き こ
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山
田
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
（
横
田
裕
会
長
・
会
員
五
十
一
人
）
で
は
、
十

二
月
十
九
日
に
町
中
央
公
民
館
で
広
島
市
在
住
の
シ
ン
ガ
ー
・
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
あ
ど
Ｒ
ｕ
ｎ
太
さ
ん
（
五
六

）
と
、
前
広
島
県
警
本

部
長
の
竹
花
豊
東
京
都
副
知
事
（
五
五

）
を
招
い
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
町
民
四
百
二
十
人
が

詰
め
掛
け
、
あ
ど
さ
ん
の
歌
や
竹
花
さ
ん
の
講
演
を
聞
き
な
が
ら

少
年
非
行
や
犯
罪
防
止
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
横
田
会
長
は「
山

田
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
は
四
月
に
発
足
し
て
以

来
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
や
観
光
地
の

清
掃
奉
仕
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
に
悩

む
子
供
た
ち
を
歌
で
勇
気
づ
け
て
い

る
あ
ど
さ
ん
が
、
わ
た
し
た
ち
の
活

動
に
賛
同
し
、
暴
走
族
や
少
年
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
る
竹
花
さ
ん
を

誘
っ
て
く
だ
さ
り
実

現
し
た
も
の
で
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
を
通
じ

て
、
少
し
で
も
悩
み

を
抱
え
た
少
年
や
そ

の
家
族
の
力
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

山
田
中
学
校
の

「
山
中
太
鼓
」
の
力

強
い
演
舞
で
幕
が
開

け
、
竹
花
さ
ん
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

竹
花
さ
ん
は
、
平
成
十
三

年
か
ら
二
年
間
、
広
島
県
警
本
部
長

と
し
て
暴
走
族
対
策
に
力
を
入
れ
た

経
験
を
基
に
「
地
震
や
台
風
な
ど
自

然
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
は
避
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
社
会
で
つ
く
ら
れ

た
問
題
は
か
な
ら
ず
社
会
が
解
決
で

き
ま
す
。『
警
察
、
学
校
が
駄
目
』

『
親
が
悪
い
』
と
愚
痴
を
言
っ
て
い

て
も
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
本
気
に

な
っ
て
変
え
る
気
に
な
れ
ば
、
何
で

も
で
き
ま
す
」
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
子
供
と
の
接
し
方
に
つ

い
て
「
一
生
懸
命
に
子
供
に
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
大
人
に

課
せ
ら
れ
た
大
き
な
責
務
で
す
。
奉

仕
活
動
で
も
ス
ポ
ー
ツ
で
も
何
で
も

い
い
。
大
人
が
そ
の
中
に
交
じ
っ
て

一
緒
に
や
る
こ
と
が
、
子
供
た
ち
に

熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
訴
え
る
一
番
の

近
道
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
あ
ど
さ
ん
が

ト
ー
ク
を
交
え
て
ギ
タ
ー
演
奏
し
な

が
ら
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
に
倒
れ
、
退

院
し
た
日
に
涙
を
流
し
て
ス
イ
カ
を

食
べ
た
経
験
を
歌
に
し
た
「
ス
イ
カ
」

や
「
笑
お
う
よ
！
」
を
熱
唱
。
Ｂ
Ｂ
Ｓ

会
員
と
一
緒
に
「
少
年
よ
夢
を
持
て

！
」
を
合
唱
し
た
後
、
竹
花
さ
ん
も

加
わ
り
、
竹
花
さ
ん
と
あ
ど
さ
ん
が

作
詞
・
作
曲
し
た
「
愛
す
る
若
者

あ
な
た

た

ち
へ
」
を
全
員
で
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

最
後
に
山
田
高
校
応
援
団
か
ら
、

あ
ど
さ
ん
と
竹
花
さ
ん
、
会
場
の
皆

さ
ん
に
力
強
い
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
、

コ
ン
サ
ー
ト
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

十
二
月
二
十
八
日
に
は
、
山
田
Ｂ

Ｂ
Ｓ
会
の
齊
藤
秀
喜
事
務
局
長
が
役

場
を
訪
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
集
ま
っ

た
新
潟
県
中
越
地
震
の
災
害
義
援
金

約
九
万
二
千
円
を
日
本
赤
十
字
社
県

支
部
山
田
分
区
長
の
沼
崎
喜
一
町
長

に
手
渡
し
ま
し
た
。

ＢＢＳとは、Big Brothers and Sisters
Movementの略称です。その名のとおり「兄」
や「姉」のような身近な存在として、少年た
ちと一緒に遊んだり悩みの相談にのったりす
るなど、同じ目の高さで接しながら少年の健
やかな成長をお手伝いしている青年ボラン
ティアです。全国に約6,200人のＢＢＳ会員
がおり、それぞれの地域で少年との交流を通
じ、非行のない社会環境づくりのため、さま
ざまな活動を展開しています。

ＢＢＳ会とは？

少年問題について講演す
る竹花豊東京都副知事

山田BBS会
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新教育委員に上澤さん

【５】

中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

人権作文コンテスト県大会

新教育委員に上澤さん

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
募
集
し
た
中
学

生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
の
宮
古
下
閉
伊
地

区
連
合
会
と
県
連
合
会
の
審
査
が
こ
の
ほ
ど
行
わ

れ
、
山
田
中
学
校
の
生
徒
四
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

税
の
仕
組
み
や
役
割
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
お

う
と
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
県
内
か
ら
三
千

十
六
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
O
藤
希
美
（
山
田
中
三
年
）

「
私
と
税
金
」

◆
宮
古
下
閉
伊
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

▽
長
澤
雅
之
（
山
田
中
三
年
）

「
税
に
つ
い
て
」

▽
福
士
雅
輝
（
山
田
中
三
年
）

「
日
本
を
陰
で
支
え
て
い
る
物
」《
敬
称
略
》

◆
岩
手
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

▽
貫
洞
和
寛
（
山
田
中
三
年
）

「
僕
が
考
え
る
郷
里
の
税
」

盛岡地方法務局などが主催する平成16年度全国中学生
人権作文コンテスト岩手県大会で、本町の生徒3人が入賞
しました。人権尊重の大切さや基本的人権についての理解
を深めてもらおうと行われているもので、県内から2,449
編の応募がありました。
◆優秀賞（岩手県人権擁護委員連合会長賞）
�坂本美紗樹（山田中2年）
「『あっ』と思う瞬間」

◆会長賞（宮古人権擁護委員協議会長賞）
�佐藤耕（山田中3年）
「障害のある人とない人」

�豊間根恵美（豊間根中3年）
「心から誓う」 《敬称略》

十
二
月
八
日

か
ら
開
か
れ
た

町
議
会
定
例
会

で
、
新
し
い
教

育
委
員
に
上
澤

富
士
夫
さ
ん
を

任
命
す
る
こ
と

が
同
意
さ
れ
ま

し
た
。
吉
田
法

子
教
育
委
員
の

任
期
満
了
に
伴

う
も
の
で
、
任

期
は
十
二
月
十

四
日
か
ら
向
こ

う
四
年
間
で
す
。

上
澤
委
員
は

「
ス
ポ
少
野
球

育
成
会
の
副
会
長
や
大
沢
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
協
議
会
体
育
部
長
な
ど
の

経
験
を
生
か
し
、
一
町
民
と
し
て
の

視
点
で
提
言
な
ど
を
行
い
、
本
町
の

教
育
発
展
の
た
め
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
て
い
ま
す
。

【
略
歴
】

昭
和
51
年
国
学
院
大
学

文
学
部
卒
。
56
年
魚な

賀が

波は

間ま

神
社
祢ね

宜ぎ

。
大
沢
九
―
六
。
51
歳
。

十
二
月
八
日
か
ら
開
か
れ
た

町
議
会
定
例
会
で
、
任
期
満
了

を
迎
え
た
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
お
よ
び
同
補
充
員
に
次
の

八
人
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

平
成
二
十
年
十
二
月
十
八
日
ま
で
の

四
年
間
で
す
。

十
二
月
二
十
日
に
は
、
委
員
四
人

に
よ
る
初
の
選
挙
管
理
委
員
会

が
開
か
れ
、
委
員
の
互
選
に
よ

り
和
合
恊
一
さ
ん
が
引
き
続
き

委
員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
長
の
職
務
代
理
に

は
田
代
省
平
さ
ん
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
和
合
委
員
長
は
就
任
に

当
た
り
「
公
正
か
つ
適
正
な
選

挙
の
執
行
の
た
め
、
委
員
一
丸
と

な
っ
て
職
務
を
遂
行
し
た
い
」
と
今

後
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

町選挙管理委員会委員長
きょう いち

和 合 恊 一さん

町
選
挙
管
理
委
員
が
決
ま
る

委
員
長
に
和
合
氏
を
選
出

かず ひろ

貫 洞 和 寛君
（山田中�年）

のぞ み

) 藤 希 美さん
（山田中�年）

まさ ゆき

長 澤 雅 之君
（山田中�年）

まさ き

福 士 雅 輝君
（山田中�年）

み さ き

坂本美紗樹さん
（山田中�年）

めぐ み

豊間根恵美さん
（豊間根中�年）

たがやす

佐 藤 　 耕君
（山田中�年）

教育委員に任命された
ふ じ お

上 澤 富士夫さん

新教育委員に上澤さん

和　合　恊　一
田　代　省　平
勝　山　君　雄
阿　部　八太郎
鈴　木　恊　子
齋　藤　　　茂
木　村　幸　喜
木　村　清　美

67
73
65
68
60
53
53
47

船　越
八幡町
豊間根
大　沢
山　田
船　越
織　笠
豊間根

◆町選挙管理委員会委員
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ま
た
健
康
で
暮
ら
せ
ま
す
よ
う
に
熱

き
思
い
を
胸
に
内
神
様
に
新
年
の
参

拝
を
し
た
。
昔
か
ら
先
祖
た
ち
も
同

じ
思
い
だ
っ
た
と
思
う
。
素
晴
ら
し

い
習
慣
を
後
世
に
伝
承
し
た
こ
と
に

対
し
あ
り
が
た
く
思
う
。

山
�
泰
司
（
船
越
・
58
歳
）

投
書

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

なかの あゆか ちゃん
（山田中央保育園・５歳）

【６】【７】

シ
ャ
ー
マ
ン
（
？
）

暗
く
な
る
の
が
早
い
こ
の
時
期
、

必
ず
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
町
内

の
街
灯
の
数
が
少
な
い
上
、
肝
心
な

所
に
無
く
大
変
危
険
に
思
う
こ
と
で

す
。
今
年
、
中
学
校
に
入
っ
た
娘
の

部
活
動
で
学
校
や
織
笠
の
体
育
館
へ

迎
え
に
行
く
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
た

び
に
織
笠
方
面
や
境
田
、
長
崎
方
面

へ
歩
い
て
い
る
子
供
を
見
掛
け
ま
す
。

今
、
子
供
が
連
れ
去
ら
れ
る
と
い
う

事
件
も
起
き
て
お
り
、
早
く
街
灯
を

取
り
付
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

さ
く
ら
幼
稚
園
周
辺
に
も
街
灯
を
増

や
し
て
く
だ
さ
い
。
ほ
か
に
も
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず
は

子
供
た
ち
を
守
る
た
め
、
町
内
の
街

灯
の
見
直
し
を
強
く
願
い
ま
す
。

阿
部
千
賀
子
（
長
崎
・
38
歳
）

【
回
答
・
地
域
整
備
課
】

ご
提
言
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
中
学
生
の
通
学
路
の
安
全
を
図
る

た
め
街
灯
の
設
置
を
心
掛
け
て
い
ま

す
が
、
年
間
予
算
に
限
り
も
あ
り
、

ま
た
老
朽
化
に
よ
り
倒
壊
し
そ
う
な

街
灯
の
建
て
直
し
も
急
務
で
あ
り
ま

す
の
で
、
直
ち
に
ご
要
望
ど
お
り
設

置
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
ご

理
解
願
い
ま
す
。
参
考
ま
で
に
昨
年

度
は
新
設
が
十
四
カ
所
、
建
て
直
し

が
十
四
カ
所
で
し
た
。

街
灯
を
も
っ
と
増
や
し
て

正
月
が
近
づ
く
と
指
折
り
数
え
た

遠
き
日
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
て
い

る
。
正
月
用
に
と
母
が
買
っ
て
く
れ

た
雪
げ
た
に
、
ふ
わ
ふ
わ
し
た
毛
の

つ
ま
皮
。
あ
の
感
触
を
思
う
時
、
幼

遠
き
日
の
正
月
懐
か
し
く

希
望
を
胸
に
新
年
の
参
拝

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
、
今
年

こ
そ
は
と
老
若
男
女
問
わ
ず
夢
と
希

望
を
胸
に
神
社
に
参
拝
す
る
と
思
う
。

私
儀
な
が
ら
家
内
安
全
、
航
海
安
全
、

心
に
戻
る
。
姉
か
ら
は
ホ
ー
ム
ス
パ

ン
布
地
で
洋
服
を
仕
立
て
て
も
ら
い
、

年
越
し
の
夜
は
枕
元
に
雪
げ
た
と
洋

服
を
そ
ろ
え
て
置
き
、
う
れ
し
く
て

熟
睡
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
起

こ
し
て
い
る
。
戦
中
戦
後
の
耐
乏
時

代
に
、
せ
め
て
末
っ
子
だ
け
は
と
母
、

姉
た
ち
の
気
配
り
と
温
も
り
は
今
で

も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

ま
た
元
朝
の
丑
三
つ
に
父
は
若
水

迎
え
に
近
く
の
井
戸
に
…
。
若
水
は

神
様
に
供
え
て
か
ら
雑
煮
な
ど
に
使

い
、
一
年
を
無
病
で
暮
ら
す
よ
う
に

と
聞
き
信
じ
た
。
家
の
前
の
道
路
は

り
ま
し
た
が
、
戦
後
、
突
然
飛
来
し

な
く
な
り
ま
し
た
。

白
鳥
は
車
か
ら
降
り
る
人
た
ち
に

首
を
振
り
振
り
、
手
元
を
う
れ
し
そ

う
に
見
上
げ
な
が
ら
投
げ
与
え
て
く

れ
る
餌
を
つ
い
ば
ん
で
い
ま
し
た
。

来
年
は
仲
間
を
連
れ
て
く
る
で
し
ょ

う
ね
。
皆
で
か
わ
い
が
っ
て
や
り
ま

し
ょ
う
！

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
一
声（

織
笠
・
68
歳
）

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

火
棘
つ
ぶ
ら
実
炎
え
て
雪
に
映
え

新
し
き
歳
寿
ぐ
ご
と
し

佐
藤
美
栄
子
（
大
沢
・
83
歳
）

新
年
を
間
近
に
迎
へ
福
を
待
つ

O
藤
菊
實
（
荒
川
・
76
歳
）

妻
の
意
に
副
い
年
の
瀬
に
新
年
を

迎
え
る
居
間
の
煤
払
い
け
り

齋
藤
忠
雄
（
船
越
・
79
歳
）

あ
ら
た
年

干
支
は
酉
年
に
わ
と
り
は

三
歩
あ
ゆ
め
ば
忘
る
と
言
う
が

歩
ま
ぬ
う
ち
に
忘
る
る
わ
た
し

そ
れ
で
も
結
構
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー

元
気
に
は
ば
た
き
暮
ら
し
ま
し
ょ
う

美
智
子
（
八
幡
町
・
？
歳
）

申
も
去
り
酉
を
迎
え
て
良
き
年
を

松
�
�
雄
（
船
越
・
？
歳
）

新
春
の
初
日
を
お
が
み

神
佛
に
よ
き
こ
と
あ
れ
か
し
と

祈
る
の
に
悪
い
こ
と
の
み
多
く
あ
り

日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
の
悲
し
か
り
け
り

甲
斐
谷
セ
チ
（
八
幡
町
・
89
歳
）

す
が
、
一
昨
年
そ
の
全
国
大
会
で
準

優
勝
に
入
賞
し
た
こ
と
で
す
。
こ
の

大
会
で
は
接
客
だ
け
で
な
く
、
詳
し

い
商
品
知
識
も
必
要
に
な
る
の
で
と

て
も
大
変
で
し
た
が
、
準
優
勝
で
き

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

★
趣
味
・
特
技
は

今
年
で
七
年
目
に
な
る
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
で
す
。
北
上
の
夏
油
高
原
が

好
き
で
よ
く
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
季
節
が
楽
し
み
で
す
ね
。

★
理
想
の
女
性
像
は

普
段
は
強
気
な
感
じ
で
も
、
本
当

は
寂
し
が
り
や
│
│
み
た
い
な
女
性

が
タ
イ
プ
で
す
。

お
客
様
に
最
高
の
一
台
届
け
た
い

★
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

大
槌
町
に
あ
る
自
動
車
販
売
店
に

勤
め
て
六
年
に
な
り
ま
す
。
営
業
を

主
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

★
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

車
を
買
っ
て
い
た
だ
い
た
お
客
様

に
、
最
高
の
状
態
で
車
を
お
渡
し
す

る
こ
と
を
常
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

★
仕
事
で
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は

毎
年
系
列
会
社
で
接
客
技
術
を
競

う
サ
ー
ビ
ス
技
術
大
会
が
行
わ
れ
ま

福　士　慎
しん

也
や

さん
（織笠・27歳）

年
中
子
供
た
ち
の
遊
び
場
。
正
月
も

楽
し
く
、
小
正
月
も
過
ぎ
る
と
雪
げ

た
は
泥
土
な
ど
を
ふ
き
取
り
、
洋
服

と
翌
年
の
正
月
用
に
と
「
と
っ
と
き
」

と
し
た
。
そ
の
こ
と
で
子
供
心
に
情

も
分
か
っ
た
。
七
十
歳
に
な
っ
た
今

も
、
心
は
常
に
故
郷
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
69
歳
）

── vol.
140Fresh ManFresh Man

今月のフレッシュマン

う
し

み

織
笠
川
河
口
に
白
鳥
飛
来

八
羽
の
白
鳥
が
織
笠
川
河
口
に
飛

来
し
て
い
る
の
を
確
認
し
た
の
は
十

一
月
の
半
ば
で
し
た
。
二
十
日
程
経

過
し
て
も
居
る
の
は
、
場
所
を
気
に

入
っ
た
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
私

た
ち
が
子
供
の
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
お

ピ
ラ
カ
ン
サ

も

そ

す
す

え

と

と
り

ケ
ッ
コ
ー

ど
し

こ
と
ほ

山田町民号を運行
鳴子温泉へ出掛けよう

第29回山田町民号が運行され
ます。お座敷列車「ふるさと」
で行く１泊２日の旅です。どし
どしお申し込みください。
◆日程 ５日…ふるさと歴史館、
酒ミュージアム見学　
６日…間けつ泉、鳴子熱帯植
物園、結の郷おんべこ見学
◆宿泊先 鳴子観光ホテル（鳴子温泉）
◆旅行代金 29,000円
◆募集定員 90人（最少催行人員70人）
※定員になり次第締め切ります。
◆申込先・問い合わせ ＪＲ陸中山田駅（�82－2138）へ。

稲川美里（11）

杏
草
子
（
15
）

昆
夏
海
（
12
）

湊
優
紀
美
（
９
）

★
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
ン（
88

）

牡
羊
座
★
（
？
）

★
ハ
ウ
ル
の
動
く
城（
10
）

佐
々
木
亜
梨
香
（
13
）

佐
々
木
美
里
（
９
）

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
15
）

高
橋
直
也
（
７
）

威
繪
琶
癒
微
。（
15
）

デ
ビ
ル
バ
ッ
ツ
★
（
11
）

ラ
ティ
ティ
ア
★
（
？
）

Ｆ
２
（
17

）

お
の
は
る
な
（
６
）

伊藤有紗（1
2）

佐藤リョウ（
12）

列車で温泉の旅を
楽しみませんか
列車で温泉の旅を
楽しみませんか
列車で温泉の旅を
楽しみませんか
列車で温泉の旅を
楽しみませんか
列車で温泉の旅を
楽しみませんか
列車で温泉の旅を
楽しみませんか
列車で温泉の旅を
楽しみませんか
列車で温泉の旅を
楽しみませんか
列車で温泉の旅を
楽しみませんか
列車で温泉の旅を
楽しみませんか
列車で温泉の旅を
楽しみませんか
列車で温泉の旅を
楽しみませんか
列車で温泉の旅を
楽しみませんか
列車で温泉の旅を
楽しみませんか
列車で温泉の旅を
楽しみませんか
列車で温泉の旅を
楽しみませんか
列車で温泉の旅を
楽しみませんか



山田町とオランダ王国ザイスト市の交流を推進する財団
法人ホフライスのコニー・ヨングブルッドゥ理事から介護
老人保健施設「シーサイドかろ」に、このほど風車のラン
プが届きました。10月にコニーさんが同施設を訪れ、入所
者の皆さんと交流を深めたことから、友好の証しとして贈
られたものです。ランプは高さ約30㌢で、電源を入れると
内部の電球が点灯し、オルゴールの演奏とともに羽根が回
転する仕組み。入所者の皆さんは、ランプと一緒に贈られ
た木ぐつ型帆船の置物とカレンダーを手にうれし顔でした。

「かろ」に風車のランプが届く

ザイスト市との友好の証しに

「師走の夢・チャリティーバラエティーショー」（山田町
社会福祉協議会主催）が12月12日、町中央公民館大ホール
で開かれました。年末の恒例となったこの催しは、開場を
待つ人で長蛇の列ができるほどの大人気で、会場は700人の
観衆で満席に。ステージでは町内から20組の芸達者らによ
る歌や踊り、寸劇などが披露され、会場からは盛んな拍手
や声援が送られていました。収益金は町社会福祉協議会を
通じ、地域の福祉活動に役立てられます。

チャリティーショーに700人

芸達者の演技に拍手喝さい

「ジャンボかた焼きそば大試食会」が12月12日、町中央コ
ミュニティセンター前で開かれました。町内の飲食店22店
舗が参加して12月31日まで展開された「やまだイケ麺

めん

�ス
タンプラリー」を盛り上げようと行われたもので、この日
は、高さ2㍍のジャンボかた焼きそば作りに挑戦。多くの
町民が見守る中、参加店の店主らが1,000人分のめんを油で
揚げ、直径1.8㍍の大皿に山高く積み上げました。記録は高
さ1.65㍍と目標には届きませんでしたが、最後に小分けし
ためんに特製のあんを盛り付け、みんなで味わいました。

ジャンボかた焼きそば大試食会

スタンプラリーを盛り上げる

【８】

オランダからの贈り物を手
に喜ぶ入所者の皆さん（写
真上）／風車のランプと木
ぐつ型帆船の置物（丸写真）

【応募方法】 下記のはがきの要領
でご応募ください。全問正解者の中
から抽選で10人に500円の図書カー
ドをプレゼント。応募は一人１通です。

50
円

0 2 8 1 3 9 2

山
田
町
八
幡
町
3
│
20

山
田
町
役
場

広
報
ク
イ
ズ
係

クイズの答え《例》
①－� ④－�
②－� ⑤－�
③－�

氏名
年齢

〒・住所

今月の題字
ひらさわまゆこちゃん
（大浦小 1年）

12月1日、豊間根中学校の生徒会役員7人が役場を訪れ、
文化祭のバザーや資源回収活動の益金で購入した車いす4
台を町に寄贈しました。贈呈式では、副会長の豊間根恵美
さん（3年）が「町の福祉に役立ててください」と沼崎喜一町
長に車いすを贈りました。9日には山田中学校吹奏楽部の
代表二人が役場を訪れ、チャリティーコンサートの募金で
購入した床ずれ防止エアマット１台を町に寄贈。部長の長
澤瑞穂さん（2年）と副部長の盛田奈緒美さん（同）が沼崎
町長に手渡しました。車いすとエアマットは山田町社会福
祉協議会に贈られ、体が不自由な方々に貸し出されます。
15日には、映画「ハードル」上映実行委員会が、新潟県中越
地震災害の義援金として約7万円を日本赤十字社県支部山
田分区（分区長・沼崎町長）に届けました。贈呈式には同
委員会を代表して山田町商工会青年部の梶山正敏部長、山
田ＢＢＳ会の松尾善治副会長が出席。「被災地に届けてく
ださい」と沼崎町長に義援金を手渡しました。

【９】

3団体から温かい善意

福祉器具や義援金が町に届く

☆締め切り=１月20日（当日消印有効）
☆前回の正解は、①－Ｃ、②－Ａ、
③－Ａ、④－Ｂ、⑤－Ｂでした。応
募者数は46通で正解は42通、抽選の
結果次の10人が当せんしました。
山田＝織笠貴太（９） 八幡町＝佐

倉田遼介（５） 長崎＝西村崇宏（10）
川向町＝阿部政哉（88） 船越＝田代
一也（23） 田の浜＝佐々木美里（９）
織笠＝昆夏海（12） 大沢＝福士智大
（23） 豊間根＝中村久乃（４）、福士
智史（？） 〈敬称略〉

�町内の酉年生まれの方は、平成16年
12月17日現在で男女合わせて何人？
�1,498人　�4,819人　�9,841人

�「わたしのゆめ」に登場した、なかの
あゆかちゃんが大きくなったらなり
たい職業は？
�保育園の先生
�中学校の先生
�大学の先生

�２月５～６日に運行される「第29
回山田町民号」の宿泊地はどこ？
�繋温泉　�鉛温泉 �鳴子温泉

�12月12日に開催された「ジャンボか
た焼きそば大試食会」。この日使用
されためんは何人分？
�100人　�1,000人　�10,000人

�今月の「一歳になりました」に登場し
ている赤ちゃん10人のうち、女の子
は何人？
�４人　�５人　�６人

豊中生徒会役員の皆さん＝写真上＝
／山中吹奏楽部の長澤さん（中）と盛
田さん（右）＝丸写真＝／映画「ハー
ドル」上映実行委員会の梶山さん
（中）と松尾さん（右）＝写真右＝



【１０】

平成17年度の町・県民税

簡易申告制度の利用を
町では、町民税および県民税の申告につい

て、申告者の利便を図るため簡易申告制度を
導入しています。簡易申告は、より簡易な申
告書を用いた申告で、該当すると思われる人
には１月上旬に簡易申告書を送付します。
下記日程で受け付けを行いますので、必要

書類と印鑑を持参の上、申告してください。
なお、所得税を源泉徴収されている方は、

簡易申告はできません。
◆該当する人 昨年１年間（平成16年１月１
日から平成16年12月31日まで）の収入が次
の場合です。
・給与だけの場合 給与収入の合計が93万円
以下の人
・公的年金等だけの場合 65歳以上…年金収
入の合計が228万円以下の人　65歳未満…
年金収入の合計が98万円以下の人
・公的年金等と給与の場合 65歳以上…年金
が140万円以下で給与が65万円以下の人
65歳未満…年金が70万円以下で給与が65万
円以下の人
※年齢は平成17年１月１日現在です。税金の
計算の対象になる年金には、遺族年金や遺
族恩給、障害年金などは含みません。
◆簡易申告の受付日程
・期日と場所

・時間 午前９時～午後３時
※郵送により簡易申告書を提出する場合は、
２月３日までに役場税務会計課宛に郵送し
てください。

昨年１年間全く所得が無かった人や、所得
が少なく所得税や町民税・県民税がかからな
い人でも、�国民健康保険税の税額の算定�
所得証明や課税証明などの交付�町営住宅料
や保育料、高額療養費の負担区分などの算定
――のため簡易申告が必要です。なお、申告
しなかった場合には、国民健康保険税の軽減
措置を受けることができなくなります。
◆問い合わせ 役場税務会計課町民税担当
（�82－3111内線111）へどうぞ。

所得の無い人なども申告が必要

会　　　　場期　　　日

役場１階町民ホール

〃

船 越 防 災 セ ン タ ー

豊間根生活改善センター

1 月31日（月）

2 月 1 日（火）

2 月 2 日（水）

2 月 3 日（木）

すが、それ以外の方でも対象の
資産を所有する方は申告してく
ださい。
※固定資産税が課税される土地
や建物、自動車・軽自動車税
が課税される車両などは対象
外です。
�申告期限　１月31日
�申告先・問い合わせ　役場税
務会計課資産税担当（�82
－3111内線114）へどうぞ。

も
う
す
ぐ
町
県
民
税
兼
国
民
健
康

保
険
税
と
所
得
税
の
申
告
時
期
を
迎

え
ま
す
。
申
告
の
際
に
医
療
費
控
除
、

生
命
保
険
料
控
除
、
損
害
保
険
料
控

除
な
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、

領
収
書
な
ど
支
払
っ
た
額
の
分
か
る

書
類
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
医
療
費
控
除

自
分
や
家
族
の
た
め
に
支
払
っ
た

医
療
費
の
何
割
か
を
所
得
金
額
か
ら

差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
領
収

書
を
医
療
機
関
ご
と
、
人
ご
と
に
分

け
て
整
理
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
控
除

生
命
保
険
や
個
人
年
金
、
損
害
保

険
の
保
険
料
も
所
得
金
額
か
ら
差
し

引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保
険
会
社

な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書

を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
が
変
わ
り
ま
し
た

▽
配
偶
者
特
別
控
除
の
一
部
廃
止

こ
れ
ま
で
、
配
偶
者
の
給
与
所
得

が
百
三
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
配
偶

者
控
除（
三
十
八
万
円
）と
配
偶
者
特

別
控
除（
最
高
三
十
八
万
円
）の
両
方

の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
改
正
に
よ
り
こ
の
分
の
配
偶

者
特
別
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

配
偶
者
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ
る

の
は
、
給
与
収
入
が
百
三
万
円
を
超

え
、
百
四
十
一
万
円
未
満
の
配
偶
者

が
あ
る
人
と
な
り
ま
す
。

▽
長
期
譲
渡
所
得
特
別
控
除
の
廃
止

所
有
期
間
が
五
年
を
超
え
る
土
地

や
建
物
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
課

税
さ
れ
る
譲
渡
所
得
金
額
か
ら
百
万

円
の
特
別
控
除
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
改
正
に
よ
り
こ
の
百
万
円
の

特
別
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

▽
譲
渡
所
得
の
税
率
変
更

所
有
期
間
が
五
年
を
超
え
る
土
地

や
建
物
を
譲
渡
し
た
場
合
の
税
率
が
、

二
六
％
か
ら
二
〇
％
（
所
得
税
一

五
％
、
住
民
税
五
％
）
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
所
有
期
間
が

五
年
以
下
の
場
合
の
税
率
は
、
五

二
％
か
ら
三
九
％
に
（
所
得
税
三

〇
％
、
住
民
税
九
％
）
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務
会
計
課

町
民
税
担
当
（
�
８
２
―
３
１
１

１
内
線
１
１
１
）
へ
ど
う
ぞ
。

税の申告
昨
年
の
申
告
の
様
子

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

償却資産の申告
１月31日までに

固定資産税額の算出の基にな
る償却資産を所有する方は、毎
年１月１日現在の所有状況を申
告しなければなりません。対象
になる資産は、会社や個人が事
業に使用する機械などです。昨
年申告した方には通知していま



重度身障者の医療
助成対象が拡大に

１月１日から重度心身障害者
医療費助成事業の対象が拡大さ
れます。従来の対象者は�身体
障害者手帳の障害等級１～２級
の人�特別児童扶養手当が支給
されている人で、障害等級１級
の人�障害基礎年金が支給され
ている人で、障害等級１級の人
――でしたが、新たに「療育手
帳Ａを持つ人」が加えられます。
助成を受けるには申請が必要

ですので、希望する方は役場１
階３番窓口へお越しください。
ただし、生活保護、施設入所

などでほかの医療費助成を受け
ている人や、所得が一定以上の
人は対象になりません。
�持参する物　療育手帳Ａ、保
険証、預金通帳の口座番号
（郵便局は除く）、印鑑
�申請先・問い合わせ　役場住
民生活課医療給付担当（内線
125）へどうぞ。

８日から宮古で
博物館の移動展

県立博物館の移動展が開かれ
ます。どうぞご来場ください。
�期間　１月８日～２月６日
�時間　午前９時～午後４時
�期間中の休館日　１月11日、
17日、24日、31日
�場所　県立水産科学館（宮古
市日立浜町）
�展示内容　考古、歴史、生物、
地質、民族分野などの県立博
物館収蔵品79点の展示
�入館料　学生…140円（高校
生以下は無料） 大人…300円
�問い合わせ　県立水産科学館
（�63－5353）へどうぞ。

まちで出会ったかわいい笑顔

体験クルーズで
自然環境学ぼう

Ｂ＆Ｇ財団では、体験クルー
ズの参加者を募集します。
�期間　３月25日～31日
�対象と募集人数　小学４年生
から中学３年生まで２人
※応募者多数の場合は抽選にな
ります。
�寄港地　父島（小笠原諸島）
�内容　自然・海洋体験活動、
ホエールウォッチングなど
�参加費用　小学生…106,000
円　中学生…121,000円（参
加負担金と集合場所までの旅
費、宿泊費を含みます）
※参加費用の一部を町で補助し
ます。
�申込先・問い合わせ　１月14
日までに町教育委員会事務局
社会体育担当（�82－5505）へ。

宮古で消防出初式
皆さんのご参観を

�日時　１月６日（木）
午前10時～正午

�場所　宮古消防署訓練場（宮
古市五月町２－１）
�内容　消防署職員による機械
器具点検、救出救助訓練など
�問い合わせ　山田消防署（�
82－3139）へどうぞ。

危険物事故防止に
関する論文を募集

危険物事故防止対策論文を募
集します。
�論文の内容　危険物の事故防
止に関する提言、アイデア、
職場の安全対策など
�応募方法　論文はＡ４（40
字×40行）10枚以内とし、論
文タイトル、住所、氏名、勤
務先の名称と住所、連絡先を
明記し、郵送してください。
�応募期限　１月31日
�申込先・問い合わせ　危険物
保安技術協会（〒105－0001東
京都港区虎ノ門四丁目３－13
�03－3436－2356）へどうぞ。

町で臨時職員を
一般公募します

町では、臨時職員を募集しま
す。選考方法は書類（履歴書）
と面接です。
�職種　一般事務補助
�募集人数　１人
�応募資格　町内に住所があり、
パソコン操作のできる人
�賃金日額　5,400円
�勤務場所　地域整備課
�任用期間　２月１日～３月31
日
※必要がある場合は最大８カ月
まで期間が更新されます。
�申込方法　役場住民生活課、
各支所に備え付けの履歴書に
必要事項を記入し、役場総務
課へ提出してください。
�申込期限　１月11日
�問い合わせ　役場地域整備課
管理担当（内線243）へ。

国保運営協議会の
委員を募集します

町では、国民健康保険運営協
議会委員の一部を募集します。
�委員の業務　国民健康保険の
予算や保険税の税率に関する
事項などの審議
�応募資格　町国民健康保険被
保険者で、20歳～72歳の人
�募集人数　４人
�任期　２月１日から向こう２
年間
�申し込み方法　役場住民生活
課、役場各支所に備え付けて
ある申込用紙に必要事項を記
入して申し込んでください。
�募集期間　１月５日～14日
�申込先・問い合わせ　役場住
民生活課国民健康保険担当
（内線124）へどうぞ。

新・農業人フェア
15日に盛岡で開催

新・農業人フェアｉｎいわてが
開かれます。農業に関心がある
方は、どうぞご参加ください。
�日時　１月15日（土）

午前10時半～
�場所　盛岡地域交流センター
「マリオス」18階（盛岡駅西口）
�対象　農業を始めようとして
いる人や農業体験を希望する
人、農業に関心がある人など
�内容　就農全般に関する相談
�問い合わせ　岩手県新規就農
相談センター（�019－623－
9390）へどうぞ。

ユニホック大会で
寒さ吹き飛ばそう

Ｂ＆Ｇ海洋センター少年少女
ユニホック大会が開催されます。
�日時　１月23日（日）

午前８時半～
�場所　Ｂ＆Ｇ海洋センター体
育館
�対象　小学４～６年生
�募集内容　１チーム12人（交
代要員を含む）男女各16チー
ム。試合は男女別６人制です。
※４チームに満たないときは、
中止する場合があります。
�参加料　１チーム1,000円
�申込先・問い合わせ　１月14
日までに町教育委員会事務局
社会体育担当（�82－5505）へ。

行政相談あります
�日時　１月１３日（木）

午前10時～正午
�場所　町中央コミセン
※行政について納得できない
ことなどご相談ください。

【１１】

�月の町長面談日
�日時　１月２１日（金）

午前10時～正午
�場所　役場４階特別応接室
※面談希望の人は役場総務課
内線413へご連絡ください。
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取
り
込
む
│
│
と
い
う
言
い
伝
え
ど
お

り
、
広
報
担
当
に
良
い
情
報
が
ど
ん
ど
ん
飛
び

込
ん
で
く
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
た
だ
し
、

締
め
切
り
間
際
に
情
報
が
飛
び
込
み
、�
バ
タ

バ
タ
�
す
る
こ
と
だ
け
は
避
け
た
い
で
す
ね
。

町民のうごき
（11月 1 日～30日）

�出生……１１人 �転入……３７人

�死亡……１８人　　�転出……３０人

�人口…２１,０８７人（今月増減なし）

男…１０,１３２人 女…１０,９５５人

�世帯数………………７,２７９世帯

�広報やまだ�は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。

幸 和

ケ�

ピ�

ン�

ボ�

ケ�

ピ�

ン�

ボ�

【１２】

港 　 銀
ぎん

河
が

（大浦・綱治・男）

11月届け出分（敬称略）
〔出生〕（ ）は保護者名と性別
�山田 長谷川遥

はる

香
か

（文成・女）、佐藤伊
い

千
ち

香
か

（剛範・女）
�船越 大畑眞

しん

之
の

介
すけ

（雅宏・男）
�田の浜 山口侑

ゆ

良
ら

（克・女）、矢口美
み

沙
さ

希
き

（明夫・女）
�大沢 鈴木優

ゆう

人
と

（俊一・男）、大川想
そう

（貴
史・男）、阿部凪

なぎ

沙
さ

（光輝・男）、福士裕
ゆう

那
な

（清園・女）
�荒川 斉藤利

とし

光
みつ

（光義・男）

〔結婚した二人〕（ ）は住所
昆敏晴（織笠）・川口順子（宮古市）
濱登美智雄（神奈川県座間市）・東海林道子（山田）
吉田光宏（盛岡市）・中村恵子（大沢）
小瀬川創（船越）・菅原佳奈子（秋田県西目町）

〔死亡〕（ ）は年齢
�山田 中村ハル（88）、佐藤長命（61）、沼
�重夫（98）
�船越 中山エソ（78）、O々木和文（55）
�田の浜 港サヨ（64）、荒川ソメ（94）
�織笠 嘉倉一雄（73）
�大沢 福士ミユキ（79）、佐藤辰五（87）、
前川國（79）
�豊間根 勝山律子（69）、芳賀弘（65）、及
川タヱ子（74）

赤
ち
ゃ
ん
紹
介�

なりました�

一
歳
に�

赤
ち
ゃ
ん
紹
介�

なりました�

一
歳
に�
なりました�

一
歳
に�

１月生まれ�

※敬称略・（ ）内は地区名、保護者、
性別です。

外�歩
ふ

心
み

音
ね

（豊間根・隆則・女）
山�玖

く

璃
り

亜
あ

（船越・和宏・女）

山 崎 夏
なつ

波
は

（船越・克・男）

豊間根拓
たく

馬
ま

（飯岡・清子・男）
齊 藤 亮

りょう

汰
た

（豊間根・考幸・男）

平澤有
あ

里
り

沙
さ

（飯岡・隆・女）
三ケ尻有

ゆう

花
か

（豊間根・晃宏・女）

川 向 真
ま

帆
ほ

（田の浜・正志・女）

大 町 貫
かん

太
た

（大沢・康明・男）

1月10日は「110番の日」で
す。この番号は、事件・事故が
起きたときの緊急通報の専用
ダイヤル。警察に通報する際
は、�いつ�どこで�何が
あったか�どんな様子か──
を慌てず、正確にお伝えくだ
さい。

緊急を要しない相談は

「＃����」の利用を

警察では、緊急を要しない
相談を受け付ける総合相談窓
口として全国共通の専用ダイ
ヤル「＃9110」を設置してい
ます。行方不明者の捜索、運
転免許に関する問い合わせな
ど、緊急以外のことで相談す
る際にご利用ください。
�問い合わせ　宮古警察署山
田交番（�82－2155）へ。

1月10日は「110番の日」

通報は慌てず正確に


